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春の大祭舞楽

明治神宮について

　���� 年夏、現代に受け継がれてきた、わが国を代表する神社・明治神宮境内にて、小

さな建築空間を実現する建築学生ワークショップを開催します。わが国の正月三が日の

初詣では、��� 万人を超す第 � 位の参拝者数からも、世界を代表する聖地であるといえ、

�� 万坪（約 �� ヘクタール）に及ぶ広大な神域と森に囲まれています。内苑と外苑に分

かれたこの森は、太古の原生林と見まがう人工の森として存在し、東京で絶滅したはず

の生物が数多く生息する場所であります。またこの造営には全国から延べ �� 万人もの青

年が勤労奉仕として参加し、鎮座祭は ���� 年（大正 � 年）�� 月 � 日に行われました。

開催

　 本 開 催 は 、公 募した 参 加 学 生 を � 月 � � 日に 選 出し 、� つ の 班 に 分 か れ て 、� 月 �

日（ 土 ）に 全 国 から東 京 に 集まり、現 地 調 査 を開 始します 。明 治 神 宮 で は 、開 催 テ ー

マとし て の 位 置 づ け に も あ るこ の 場 所 が 持 つ 特 有 の 力 や 意 味 を 身 体 で 感 じ 、そ の 中

か ら 各 々 の 班 で 発 想 の 原 点 を 見 出し て い きま す 。さら に 周 辺 地 域 の 街 歩 き を 繰 り 返

し 、いま 現 代 に 生き、東 京 で 学 ん でいることへ の 意 味 をみ ず から問うていきます 。

　 � 月 � 日（ 土 ）の 提 案 作 品 講 評 会 で は 、国 内 外 に て 活 躍 を さ れ る 建 築 家・構 造 家

の 先 生 方 を 中 心 と し た 講 評 者 の 指 導 の も と 、日 本 に お け る 貴 重 で 特 殊 な 環 境 に お

け る 場 所 性 に 根 づ い た 実 作 品 を つ くり あ げ る 意 味 を 問 い 正 し 、� 月 � 日（ 日 ）の 実

施 制 作 の 打 合 せ で は 、地 元 の 建 築 士 や 施 工 者 、大 工 や 技 師 、職 人 の 方 々 に 伝 統 的

な 工 法 を 伝 え て い た だ く 機 会 を 得 な が ら 、日 本 を 代 表 す る 組 織 設 計 事 務 所 の 方 々

や 多 く の ゼ ネ コ ン に 所 属 さ れ る 技 術 者 の 皆 様 に よ る 実 技 指 導 を い た だ き ま す 。

　 � 月 � � 日 （ 日 ）、 こ の 参 加 学 生 た ち が 制 作 し た 小 さ な 建 築 が � 体 、 明 治 神 宮 境

内 に 実 現 し ま す 。 当 日 は 、こ れ ら の プ ロ セ ス を 経 て 創 出 し た 建 築 空 間 を � 日 だ け 、

ど な た で も 体 験 し て い た だ け ま す 。 そ し て 、 建 築 ・ 美 術 両 分 野 を 代 表 す る 評 論 家

を は じ め 、 第 一 線 で 活 躍 を さ れ て い る 建 築 家 や 美 術 家 の 方 々 、 世 界 の 建 築 構 造 研

究 を 担 い 教 鞭 を 執 ら れ て い る ス ト ラ ク チ ャ ー ・ エ ン ジ ニ ア に よ る 講 評 者 に お 集 ま

り い た だ き 、 公 開 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 開 催 い た し ま す 。

学び

　 開 催 に は 、都 内 を は じ め と し た 東 京 都 周 辺 の 多 く の 方 た ち や 、こ れ ま で の 開 催

地 の 関 係 者 の 皆 さ ま 、そ し て 全 国 か ら 集 ま る 建 築 に 関 わ る 関 係 者 や 一 般 参 加 者 に

向 け た 発 表 を 行 い ま す 。建 築 の プ ロ セ ス に 胸 を 躍 ら せ る � ヶ 月 。参 加 学 生 た ち が

さ ま ざ ま な 歴 史 を も つ 東 京 の 伝 統 を 学 び 、こ の 文 化 に 位 置 づ け た 解 釈 を 生 み 、神

宮 に 存 在 し 続 け る 建 築 様 式 に 連 な り 、訪 れ た 人 た ち の 心 を 落 ち 着 か せ 、祈 り を 捧

げ る よ う な 空 間 体 験 と 提 案 の 発 表 に 、ど う ぞ ご 期 待 く だ さ い 。

夫婦楠清正井

建築の原初の聖地 － 明治神宮

「はじめの百年。これからの千年。」

初詣

内拝殿

拝殿前

本殿

鎮座百年・重要文化財へ

2021 年 明治神宮  開催



伊東　豊雄　（建築家 │ 伊東豊雄建築設計事務所 主宰）

太田　伸之　（クールジャパン機構  前社長）

建畠　晢　　（美術評論家 ｜ 多摩美術大学 学長 )

ナガオカケンメイ（デザイン活動家｜D&DEPARTMENT ディレクター）

南條　史生　（美術評論家 │ 森美術館 特別顧問）

小松　浩　　（毎日新聞社 主筆）

五十嵐太郎 （建築史家・建築批評家 │ 東北大学 教授）

稲山　正弘　（構造家 │ 東京大学 教授）

長田　直之　（建築家 │ 奈良女子大学 准教授）

平田　晃久　（建築家 │ 京都大学 教授）

平沼　孝啓　（建築家 │ 平沼孝啓建築研究所 主宰）

藤本　壮介　（建築家 │ 藤本壮介建築設計事務所 主宰）

安井　昇　　（建築家 │ 桜設計集団 代表）

安原　幹　　（建築家 │ 東京大学 准教授）

横山　俊祐　（建築家 │ 大阪市立大学 客員教授）

吉村　靖孝　（建築家 │ 早稲田大学 教授）

江村　哲哉　（構造家 │ アラップ構造エンジニア）

倉方　俊輔 （建築史家│ 大阪市立大学 准教授）

腰原　幹雄　（構造家 │ 東京大学 教授）

櫻井　正幸　（旭ビルウォール 代表取締役社長）

佐藤　淳　　（構造家 │ 東京大学 准教授）

芦澤　竜一　（建築家 │ 滋賀県立大学 教授）

遠藤　秀平　（建築家 │ 遠藤秀平建築研究所 主宰）

竹原　義二　（建築家 │ 神戸芸術工科大学 客員教授）

6 月 05 日（土）                参集殿

7 月 03 日（土）            　　参集殿

　　04 日（日）            　　参集殿

9 月 07 日（火） - 13 日（月）  営繕詰所

9 月 12 日（日） 　　 　  明治神宮会館

現地説明会・調査（日帰り）

提案作品講評会（1 泊 2 日）

実施制作打ち合わせ（1 泊 2 日）

合宿にて原寸制作（6 泊 7 日）

公開プレゼンテーション

開催場所　明治神宮境内（東京都）

ウェブサイトからお申込みください https://ws.aaf.ac
※ 参加者募集期間 2020 年 9 月 21 日（月） ～ 2021年 5 月 14 日（金）23:59（必着）

※ 参加対象者 建築および都市、環境、デザイン、芸術など、これに類する分野を学ぶ学生および院生

  【参加学生】定員：60 名程度（大学院生 8 名＋参加学部生 42 名 + 運営サポーター 10 名）

  8 グループ を予定

  ただし、定員を超えた場合は、主催者による選考をおこないます。予めご了承ください。

  【運営サポーター】定員：5 ～ 10 名程度（参加・宿泊費無料　開催期間中）

  開催期間中、合宿期間中の運営サポーターも募集いたします。（学部は問いません）

※ 交通費・食費 各自・自己負担

2021 年 9 月 07 日（火）- 9 月 13 日（月）6 泊 7 日開催期間

実 費 （宿泊費、保険代、資料費等 ¥35,000  事前徴収制）参加費用

参加申込

※ 現地までの交通費・食費は各自別途負担となります。

※ 開催地の有志の方々のご協力と、学生の参加費により運営をしています。

※ 合宿にて原寸制作

※ 9 月 12日（日）参集殿にて公開プレゼンテーション

5 月   6 日（木）　参加説明会開催（東京大学）　五十嵐太郎

5 月 12 日（水）　参加説明会開催（京都大学）　倉方俊輔

5 月 14日（金）　23:59 必着　参加者募集締切（参加者決定）

6 月   5 日（土）　現地説明会・調査

6 月 19 日（土）　各班エスキース（東京会場・大阪会場）

7 月   3 日（土） 〜 4 日（日）提案作品講評会と実施制作打合せ

7 月   5 日（月） 〜 9 月   6 日（月）各班・提案作品の制作

9 月   7 日（火） 〜 9 月  13 日（月） 合宿にて原寸制作ファイナル

9 月

  3 日（土）　提案作品講評会

  4 日（日）　実施制作打合せ

  7 日（火）　現地集合・資材搬入・制作段取り

12 日（日）　公開プレゼンテーション

13 日（月）　撤去・清掃・解散

明治神宮と表参道 大鳥居

【 制作内容 】

“ 唯一無二の歴史的風土を守るために、あなたの提案を実現してください ”

  原寸模型を地域産材（自然素材 / 木材、和紙、土、石など）の材料で制作

【 スケジュール 】

日本の文化を世界へ率いる方々を中心として、建築・美術 両分野を代表する評論家をはじめ、第一線で活躍をされている建築家や都市計画家、コミュニティデザイナー、構造研究を担い教鞭を

執られているストラクチャー・エンジニアによる講評。また近畿二府四県の大学で教鞭を執られ、日本を代表されるプロフェッサー・アーキテクトの皆さまにご参加いただきます。

参加予定講評者

※ 参加申込の際に、全日程の予定を確保してからお申込みください。

6 月 19 日（土）午後

各班エスキース（東京・大阪会場）
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2021 年夏、現代に受け継がれてきた、わが国を代表する神社・明治神宮神域にて、小さな建築空間を実現する建築学生ワークショップを開催します。

わが国の正月三が日の初詣では、300 万人を超す第 1 位の参拝者数からも、世界を代表する聖地であるといえ、22 万坪（約 73 ヘクタール）に

及ぶ広大な神域と森に囲まれています。内苑と外苑に分かれたこの森は、太古の原生林と見まがう人工の森として存在し、東京で絶滅したはずの生

物が数多く生息する場所です。将来を担う学生たちが今という時代に向き合い、この場所でできることに全力で取り組む。新たに建築空間の力を備

えて「実際につくる」という取り組みは、大変貴重な試みです。学生たちはきっと、その若い感性によって新たな発見をし、未来を創造する提案を

してくれることでしょう。

“ 今、建築の、原初の聖地から ”伝えたいことを、空間として表現してください。

建 築 ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 建 築 や 環 境 デ ザ イ ン 等 の 分 野 を 専 攻 す る 大 学 生 を 対 象 に し た 、 普 段 の 大 学 生 活 で は 体 験 で き な い ス ケ ー ル

で 作 品 制 作 を 行 う 地 域 滞 在 型 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で す 。 国 内 外 に て 活 躍 中 の 建 築 家 を 中 心 と し た 講 師 陣 の 指 導 の も と 、 開 催 地 の 歴 史

や 地 域 環 境 を 研 究 し な が ら 、他 大 学 生 と の 交 流 の 中 で そ の 場 所 に お け る 社 会 的 な 実 作 品 を つ く り あ げ る 経 験 を 目 的 と し て い ま す 。

建築学生ワークショップとは 

明治神宮は、わが国正月三が日の初詣では、300 万人を超す

第 1 位の参拝者数からも、世界を代表する聖地であります。



全 国 の 建 築 学 生 が 合 宿 に て 制 作 を 行 う 「 建 築 学 生 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 は 2 0 2 1 年 、 9 / 7 （ 火 ） -  1 3 （ 月 ） に 明 治

神 宮 境 内 に て 開 催 し ま す 。 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 参 加 募 集 の 説 明 会 と 開 催 を 記 念 し て 、 活 躍 さ れ る 建 築 史 家 に

自 身 の 学 生 時 代 の 体 験 を 通 し て 、 現 在 の 研 究 や 取 り 組 み に ど う 影 響 し て い る の か を レ ク チ ュ ア し て い た だ き ま

す 。 ワ ー ク シ ョ ッ プ へ の 参 加 を 予 定 し て い な い 方 で も 、 ど う ぞ お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い 。

開催記念 説明会
講演会

1971 年東京生まれ。大阪市立大学准教授。早稲田大学理工学部建築学科卒業、同大学院博士課程修了。伊

東忠太の研究で博士号を取得後、著著に『神戸・大阪・京都レトロ建築さんぽ』、『東京モダン建築さんぽ』、『吉

阪隆正とル・コルビュジエ』、『伊東忠太建築資料集』ほか多数。日本最大級の建築公開イベント「イケフェ

ス大阪」、品川区「オープンしなけん」、Sony Park Project に立ち上げから関わる。日本建築学会賞（業績）、

日本建築学会教育賞ほか受賞。

京阪本線「出町柳駅」徒歩 10 分
京都市営バス「京大正門前」または「百万遍」下車 徒歩 10 分

基調講演　倉方俊輔（建築史家）

京都大学
吉田キャンパス

今出川通

丸太町通

通
路
大
東

柳
町
出

町
太
丸

川
鴨

線
本
阪
京

正門

東京メトロ南北線「東大前駅」徒歩 3 分
東京メトロ丸の内線・大江戸線「本郷三丁目駅」徒歩 10 分

5 月 6 日│木│18:30 - 20:00（18:00 開場）

1967 年生まれ。1992 年、東京大学大学院修士課程修了。博士（工学）。現在、東北大学大学院教授。あい

ちトリエンナーレ 2013 芸術監督、第 11 回ヴェネチア・ビエンナーレ建築展日本館コミッショナー、「窓学展ー

窓から見える世界ー」「インポッシブル・アーキテクチャー」の監修を務める。第 64 回芸術選奨文部科学大臣

新人賞、2018 年日本建築学会教育賞（教育貢献）を受賞。『ル・コルビュジエがめざしたものー近代建築の

理論と展開ー』（青土社）、『モダニズム崩壊後の建築ー 1968 年以降の転回と思想ー』（青土社）ほか著書多数。

入場無料｜定員： 先着 100 名｜要申込 ※ 当日のご参加も若干名様まで可能です。
※ 開催日程・場所は予告なく変更する可能性があります。
　 ウェブサイトを再度ご確認の上ご来場ください。

基調講演　五十嵐太郎（建築史家）

上野
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東京大学
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前
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東京会場 東京大学（弥生キャンパス）

※ 当日のご参加も若干名様まで可能です。
※ 開催日程・場所は予告なく変更する可能性があります。
　 ウェブサイトを再度ご確認の上ご来場ください。

入場無料｜定員： 先着 100 名｜要申込

農学部 弥生講堂アネックス

京都会場 京都大学（吉田キャンパス）

百周年時計台記念館  国際交流ホールⅢ

5 月 12 日│水│18:30 - 20:00（18:00 開場）

明治神宮
NPO/AAF  Art&Architect Festa 特定非営利活動法人アートアンドアーキテクトフェスタ　ウェブ www.aaf.ac　E メール info@aaf.ac

主催 特別協賛
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2011 滋賀・竹生島 2015  和歌山・高野山 2016  奈良・明日香村 2017  滋賀・比叡山2010 奈良・平城宮跡 2018  三重・伊勢神宮 2019  島根・出雲大社 2020  奈良・東大寺










